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初
の
日
帰
り

　
　

研
修
旅
行
実
施
！

　

従
来
は
「
一
泊
二
日
」
で
実
施

し
た
が
参
加
者
数
と
費
用
の
面
か

ら
「
日
帰
り
」
に
変
更
し
、
十
一

月
二
十
一
日(

火)

に
実
施
し
た
。

初
め
て
の
「
日
帰
り
視
察
研
修
旅

行
」
は
晴
天
に
恵
ま
れ
参
加
者

七
十
五
名
で
無
事
に
終
了
し
た
。

　

バ
ス
の
車
中
で
は
、
見
学
す

る
「
北
原
白
秋
記
念
館
」
に
関
連

し
て
、
北
原
白
秋
作
詞
・
山
田
耕

筰
作
曲
の
「
八
王
子
市
歌
」
が
市

制
二
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
昭

和
十
一
年
に
制
定
さ
れ
た
経
緯
を
、

八
王
子
市
協
働
推
進
課
長
か
ら
資

料
と
共
に
説
明
が
あ
り
テ
ー
プ
で

演
奏
さ
れ
た
。
初
め
て
聞
く
人
が

殆
ど
と
い
う
こ
と
で
「
八
王
子
市

歌
」
の
勉
強
を
し
た
。
尚
、
詳
し

い
こ
と
は
、
八
王
子
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
聞

く
こ
と
も
で
き
る
。

　

マ
グ
ロ
で
有
名
な
三
崎
港
の
三

崎
魚
市
場
で
は
、
せ
り
が
終
わ
っ

た
冷
凍
マ
グ
ロ
が
た
く
さ
ん
並
べ

ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
マ
グ
ロ
漁

師
に
よ
る
マ
グ
ロ
の
種
類
や
生
息

地
等
に
つ
い
て
説
明
を
う
け
た
。

　

そ
の
後
隣
接
す
る
市
場
で
マ
グ

ロ
を
は
じ
め
海
産
物
等
の
買
い
物

で
賑
わ
っ
た
。

　

北
原
白
秋
記
念
館
で
は
、
北
原

白
秋
が
「
八
王
子
市
歌
」
の
作
詞

者
で
も
あ
り
、
解
説
員
の
説
明
に

聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
白
秋
碑
の
前
で
は
バ
ス

別
に
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。

  

町
自
連
の

　

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　

開
設
！

　

昨
年
か
ら
情
報
の
伝
達
及
び
収

集
を
如
何
に
進
め
る
か
と
い
う
こ

と
に
取
組
ん
で
き
た
。

　

昨
年
度
は
、
紙
ベ
ー
ス
で
「
町

自
連
だ
よ
り
」
を
年
二
回
発
行
し

て
き
た
。
そ
し
て
、
今
年
度
は
、

電
子
ベ
ー
ス
の「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
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の
立
ち
上
げ
に
取
組
み
、
十
一
月

十
七
日
に
よ
う
や
く
開
設
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

ま
だ
立
ち
上
げ
た
ば
か
り
で
未

熟
で
す
が
、
町
会
自
治
会
及
び
管

理
組
合
の
皆
さ
ん
の
「
声
」
を
反

映
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
、

http://w
w

w
.chojiren-

hachioji.jp

な
の
で
、
是
非

と
も
見
て
頂
き
た
い
。

　

地
域
の
催
し
物
等
情
報
を
提
供

し
て
頂
け
れ
ば
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

委
員
会
で
検
討
の
上
掲
載
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
毎
月
開
催
さ
れ
て

い
る
役
員
会
の
情
報
も
開
示
し
て

お
り
、
ま
た
、
町
自
連
傘
下
の
町

会
自
治
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
洩
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
連
絡
頂
け

れ
ば
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

中
身
に
つ
い
て
は
、「
町
自
連

の
紹
介
」「
町
自
連
の
運
営
」「
地

区
の
紹
介
」「
町
自
連
ニ
ュ
ー
ス
」

「
町
自
連
だ
よ
り
」「
町
会
で
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
つ
く
ろ
う
」「
関
係

機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ
」「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
便
利
帳
」「
お
問
い

合
わ
せ
コ
ー
ナ
ー
」「
リ
ン
ク
コ

ー
ナ
ー
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
で
も
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
便

利
帳
」
に
は
、
各
町
会
・
自
治
会

･

管
理
組
合
の
活
動
に
必
要
な
情

報
「
自
治
会
活
動
保
険
」「
防
犯

灯
」「
防
犯
・
防
災
関
連
グ
ッ
ズ
」

等
の
業
者
情
報
も
提
供
す
る
べ
く

業
者
と
連
絡
を
取
っ
て
い
る
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
で
き
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
如
何
に
し
て

皆
さ
ん
に
見
て
頂
け
る
か
、
そ
し

て
Ｉ
Ｔ
化
が
進
む
中
で
、
一
人
で

も
多
く
の
人
が
パ
ソ
コ
ン
に
親
し

み
、
町
会
自
治
会
活
動
に
も
十
分

活
用
で
き
る
よ
う
、
私
た
ち
は
皆

さ
ん
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
く

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
互
い
の
情
報
交

換
を
図
っ
て
い
く
の
で
ご
意
見
等

も
よ
せ
て
頂
き
た
い
。

　　

協
賛
企
業
を

　
　
　
　

募
集
中
！

　

広
報
活
動
を
強
化
し
、
町
自
連

の
活
動
を
強
化
し
て
い
く
時
に
、

財
政
問
題
が
起
き
て
く
る
。
そ
こ

で
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
必

要
性
か
ら
、
協
賛
企
業
を
募
集
し
、

協
賛
金
を
頂
く
こ
と
で
賄
っ
て
い

く
こ
と
と
な
り
、
現
在
募
集
し
て

い
る
。

　

協
賛
広
告
は
、「
町
自
連
だ
よ

り
」
と
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
活

用
す
る
事
と
な
っ
た
。

　

協
賛
広
告
に
つ
い
て
は
、
各
町

会
自
治
会
の
活
動
に
必
要
な
情
報

を
提
供
し
支
援
で
き
る
も
の
「
町

会
自
治
会
活
動
中
の
事
故
補
償

は
」「
防
犯
・
防
災
・
交
通
関
係

の
グ
ッ
ズ
用
品
の
扱
店
は
」「
研

修
会
・
親
睦
会
等
の
企
画
は
」「
経

済
的
で
安
価
な
防
犯
灯
は
」「
防

犯
灯
の
交
換
は
ど
こ
で
」「
行
事

等
で
使
う
道
具
等
は
ど
こ
で
」
等

を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
は
、
今
ま
で
に
カ
タ
ロ
グ

な
ど
送
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
を
中

心
に
案
内
状
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
防
犯
防
災

グ
ッ
ズ
関
係
の
「
ラ
イ
ト
・
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
」
が
、
町
自
連
だ

よ
り
に
は
高
照
度
防
犯
灯
メ
ー
カ

ー
で
八
王
子
市
に
採
用
さ
れ
て
い

る
「
か
が
つ
う
株
式
会
社
」
の
二

社
か
ら
応
募
が
あ
り
早
速
掲
載
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

尚
、
採
否
に
つ
い
て
は
、
広
報

編
集
委
員
会
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

委
員
会
で
規
程
に
基
づ
き
審
議
し

決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

知
っ
て
い
る
所
が
あ
っ
た
ら
是

非
と
も
紹
介
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

町
自
連
新
年
懇
親
会

　
　
　

盛
大
に
開
催
！

　　

恒
例
の
「
新
年
懇
親
会
」
が
一

月
二
十
七
日
に
八
王
子
エ
ル
シ
イ

に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
黒
須
八
王

子
市
長
を
は
じ
め
萩
生
田
衆
議
院

議
員
ほ
か
多
数
の
来
賓
の
ご
出
席

を
頂
き
成
功
裡
に
実
施
さ
れ
た
。

　

来
賓
の
方
か
ら
は
暖
か
い
ご
祝

辞
を
頂
戴
し
、私
た
ち
「
町
自
連
」

の
活
動
に
高
い
評
価
を
頂
い
た
こ

と
は
、
私
た
ち
町
会
自
治
会
に
課

せ
ら
れ
た
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
た
。

　

出
席
者
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
な
か
で
懇
親
の
場
が
も
て
た

こ
と
で
、
明
る
く
、
安
全
、
安
心

の
街
づ
く
り
を
目
指
し
た
今
年
の

皆
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
す
る
。

 

皆
さ
ん
に
お
願
い
！

　

広
報
紙
を
送
っ
て
！

　

各
町
会
自
治
会
で
、
広
報
活
動

の
一
環
と
し
て
「
広
報
紙
」
を
発

行
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
「
町
自
連
」
も
昨
年
ス

タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
、
ヨ
チ
ヨ

チ
歩
き
を
し
て
い
る
の
が
実
情
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
既
に
発
行
さ
れ

て
い
る
「
広
報
紙
」
を
提
出
し
て

頂
き
、
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
の
「
町
自

連
だ
よ
り
」
編
集
委
員
会
の
参
考

に
さ
せ
て
頂
く
と
同
時
に
、
こ
れ

か
ら
発
行
し
た
い
町
会
自
治
会
の

参
考
資
料
と
し
て
、
広
く
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

　

協
力
し
て
頂
け
る
場
合
は
、
事

務
局
へ
直
接
送
っ
て
頂
く
か
ま
た
、

地
区
連
合
会
長
を
通
し
て
も
結
構

で
す
の
で
よ
ろ
し
く
。

　

連
絡
を
待
っ
て
マ
ー
ス
！
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Ｊ
Ｒ
中
央
線
陸
橋
の

　

架
け
替
え
工
事
で

　
　

三
地
区
連
合
会
が

　

対
策
協
を
結
成
！

　

Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
陸
橋
は
、
昭
和

二
年
に
架
設
さ
れ
た
後
、
お
よ
そ

八
十
年
が
経
過
し
て
お
り
、
こ
の

間
大
変
地
元
に
愛
さ
れ
た
利
用
頻

度
の
高
い
施
設
で
あ
る
。

　

こ
の
た
び
老
朽
化
に
伴
い
新
橋

(

平
成
二
十
二
年
三
月
完
成
予
定)

へ
の
架
け
替
え
工
事
が
始
ま
っ
た
。

　

　

そ
こ
で
、
工
事
期
間
が
三
年
半

と
い
う
長
期
に
及
ぶ
こ
と
、
ま

た
、
工
事
に
よ
る
振
動
・
騒
音
・

ほ
こ
り
に
加
え
て
交
通
車
両
の
通

行
規
制
な
ど
諸
問
題
が
発
生
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
で
、
町
自

連
の
中
部
地
区
連
合
会(

平
塚
美

臣
会
長)

・
東
部
地
区
連
合
会(

森

泰
男
会
長)

・
東
南
部
地
区
連
合

会(

栗
原
博
会
長)

及
び
地
元
商

業
者(

深
沢
靖
彦
代
表)

に
よ
り

「
中
央
線
陸
橋
架
け
替
え
工
事
対

策
協
議
会
」
を
結
成
し
、
会
長
に

は
、
地
元
の
三
崎
町
会
長
平
塚
美

臣
氏
を
選
任
し
た
。

　

早
速
、
事
業
主
と
の
「
工
事
協

定
」
を
締
結
し
て
、
工
事
中
に
発

生
す
る
諸
問
題
の
窓
口
と
し
て
対

応
す
る
こ
と
と
し
、
安
全
・
安
心

な
工
事
進
行
を
目
指
す
こ
と
に
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
十
九
年
度

　
　

定
期
総
会
の

　
　
　

日
程
決
ま
る
！

　

二
月
十
三
日
の
定
例
役
員
会
で

定
期
総
会
の
日
程
が
、
次
の
通
り

決
定
さ
れ
た
。

　

今
年
度
の
定
期
総
会
は
、
役
員

の
改
選
期
で
あ
る
と
同
時
に
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
始
め
町
会
自
治
会

活
動
と
Ｉ
Ｔ
化
に
つ
い
て
も
検
討

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
総
会
後
に
は
、
引
き
続

き
懇
親
会
も
予
定
し
て
い
る
。

日
程　

五
月
二
十
七
日
（
日
）

会
場　

八
王
子
エ
ル
シ
イ

　

尚
、
詳
細
は
後
日
地
区
連
合
会

長
を
通
し
て
ご
案
内
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

 

八
王
子
市
内
で
は

　

歩
き
タ
バ
コ
禁
止
！

　

八
王
子
駅
北
口
周
辺

　

四
月
～
路
上
喫
煙
禁
止

　

悪
質
者
に
は
二
万
円
！

　

八
王
子
市
で
は
、
今
年
一
月
か

ら
「
路
上
喫
煙
の
防
止
に
関
す
る

条
例
」
が
施
行
さ
れ
、
市
内
全
域

で
の
「
歩
き
タ
バ
コ
」
が
禁
止
と

な
っ
た
。

　

更
に
、
四
月
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
八

王
子
駅
北
口
周
辺
で
は
「
路
上
喫

煙
」
そ
の
も
の
も
禁
止
と
な
り
、

違
反
者
に
は
二
万
円
以
下
の
過
料

が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
ま
で
は
、「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
」

を
訴
え
て
毎
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

し
て
啓
発
し
て
き
た
が
、
実
効
が

無
い
た
め
に
「
条
例
」
が
制
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

タ
バ
コ
を
「
吸
う
人
」「
吸
わ

な
い
人
」
が
共
に
快
適
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
る
。

  

地
域
の
あ
れ
こ
れ

　

南
部
地
区
の
紹
介

　

南
部
地
区
連
合
会

　
　

会
長　

辻
野　

領
一

　

南
部
地
区
の
名
称
か
ら
八
王
子

市
の
南
部
、
つ
ま
り
南
大
沢
地
区

を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
旧
市
部

の
南
部
で
、
桜
の
名
所
富
士
森
公

園
を
囲
む
十
一
町
会
（
約
五
五
〇

世
帯
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

公
園
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
集
約

さ
れ
、
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
・
体
育

館
・
野
球
場
な
ど
が
あ
る
。
小
高

い
丘
に
は
浅
間
神
社
（
創
建
は
慶

長
十
七
＝
一
六
一
二
年
）
が
あ
り
、

だ
ん
ご
祭(

毎
年
七
月
三
十
一

日)

は
八
王
子
三
大
祭
の
一
つ
と

し
て
有
名
で
あ
る
。

　

桜
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
六
十
軒
を

越
す
出
店
が
花
見
客
を
招
く
。

　

だ
が
、
こ
の
桜
が
老
木
で
、
枯

死
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
市
で
は

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
含
め
全
面
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
計
画
し
て
い
る
。

　

地
区
内
は
幹
線
道
路
沿
い
の
商

店
を
除
け
ば
殆
ど
が
住
宅
街
で
、

一
歩
裏
通
り
へ
入
る
と
閑
静
そ
の
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も
の
で
あ
る
。

　

連
合
会
は
、
八
王
子
防
犯
協
会

の
南
部
地
区
連
合
会
と
同
一
組
織

で
年
二
回
の
合
同
会
議
を
経
て
、

防
犯
に
注
力
し
て
い
る
。
各
町
会

に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
・
小
学

校
児
童
の
登
下
校
の
安
全
監
視
な

ど
、
地
味
な
活
動
が
続
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
効
果
か
、
全
般
的
に

犯
罪
は
少
な
い
。
が
、
こ
れ
に
慢

心
す
る
こ
と
な
く
さ
ら
に
「
安
心

し
て
住
め
る
街
」
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
。

自
然･

文
化
を
活
か
し
た

　
　

明
る
く
住
み
よ
い

　
　
　

街
づ
く
り
を

　
　
　
　

目
指
し
て
！　

　

恩
方
地
区
連
合
会

　
　

会
長　

今
泉　

満
政

　

八
王
子
市
西
部
に
位
置
す
る
恩

方
地
区
は
、
陣
馬
街
道
を
拠
点
と

し
て
文
化
・
経
済
の
発
展
を
遂

げ
、
町
会
数
三
十
一
町
会
、
世
帯

数
約
五
千
八
百
世
帯
、
人
口
約

一
万
四
千
六
百
名
が
暮
ら
す
自
然

に
恵
ま
れ
た
街
で
あ
る
。（
平
成

十
八
年
九
月
末
現
在
）

　

「
夕
焼
け
小
焼
け
」
の
作
詞
で

知
ら
れ
る
詩
人
中
村
雨
紅
、
日
本

を
代
表
す
る
風
景
写
真
家
前
田
真

三
な
ど
多
く
の
文
化
人
も
こ
の
地

を
愛
し
た
。ま
た
、「
陣
馬
山
」、「
夕

焼
け
小
焼
け
ふ
れ
あ
い
の
里
」
な

ど
観
光
の
地
と
し
て
関
東
近
隣
か

ら
も
多
く
の
方
々
が
日
々
足
を
運

ん
で
い
る
。

　

恩
方
地
区
町
会
自
治
会
連
合
会

の
主
な
活
動
は
、
地
域
交
流
・
文

化
継
承
を
目
的
と
し
た
「
町
民

運
動
会
」、「
市
民
セ
ン
タ
ー
祭
」、

安
全
・
安
心
を
目
的
と
し
た
「
防

災
訓
練
」、
快
適
な
街
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
「
青
少
年
健
全
育
成

活
動
」・「
公
園
緑
化
活
動
」
な
ど
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
が
参
加
型
で

数
々
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

　

各
単
位
町
会
・
自
治
会
の
活
動

を
中
心
に
、
恩
方
地
区
町
自
連
を

通
し
て
情
報
交
換
を
行
い
、
地
区

毎
の
諸
問
題
を
全
体
の
課
題
と
し

て
取
り
込
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、

各
団
体
の
融
合
を
大
切
に
、
更
な

る
地
域
の
発
展
と
明
る
く
住
み
よ

い
町
づ
く
り
の
実
現
を
目
標
と
し

て
今
後
も
活
動
し
て
い
く
。

 

い
ま
こ
そ

　
　

 

地
域
の
力
を
！

　

中
部
地
区
連
合
会

　
　

会
長　

平
塚　

美
臣

　

中
部
地
区
連
合
会
長
の
任
に
就

き
早
や
三
年
が
経
過
し
、
日
ご
ろ

皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
を
賜
り
深

く
感
謝
い
た
し
て
お
り
、
こ
の
場

を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　

ま
た
、
そ
の
間
各
町
会
に
お
い

て
の
防
犯
・
防
災
活
動
、
町
の
美

化
運
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

な
ど
、
様
々
な
活
発
な
活
動
を
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
、
中
部
地
区

に
お
い
て
も
さ
ら
な
る
活
性
化
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
意
を
決

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
て
、
わ
が
地
域
で
は
、
Ｊ
Ｒ

中
央
線
の
陸
橋
の
架
け
替
え
に
伴

い
、
八
王
子
駅
周
辺
の
交
通
環
境

の
改
善
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
八
王
子
市
の
取
り
組
み

と
し
て
、
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
つ
き
ま
と
い
防
止
・
路
上
喫

煙
の
禁
止
な
ど
、
活
性
化
や
、
安

心
で
き
る
街
づ
く
り
が
推
進
さ
れ

て
い
る
。

　

八
王
子
市
の
魅
力
あ
る
街
づ
く

り
は
、
行
政
と
住
民
、
商
店
等
が

お
互
い
に
協
力
し
て
進
め
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
、
広
く
社
会
に
目
を
向
け

れ
ば
、
近
頃
は
、
各
地
で
住
民
や

子
供
た
ち
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

た
り
、
ま
た
、
子
供
た
ち
が
罪
を

犯
す
な
ど
悲
し
い
事
件
が
多
発
し

て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
「
人
と
人

と
の
関
わ
り
の
大
切
さ
」
や
「
こ

れ
を
育
て
る
地
域
の
大
切
さ
」
を

痛
感
し
て
い
る
。
ま
た
、
住
民
相

互
の
無
関
心
化
も
そ
の
一
因
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

　

中
部
地
区
に
お
い
て
は
、
思
い

や
り
の
あ
る
人
間
社
会
を
築
い
て

い
く
た
め
に
も
、
人
と
人
と
の
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
各
町
会
の

お
祭
を
大
切
に
続
け
て
い
く
こ
と

や
、
地
域
総
ぐ
る
み
で
地
域
の
安

全
・
安
心
へ
の
継
続
的
な
活
動
を

基
盤
と
し
て
、
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

最
後
に
、
い
わ
ゆ
る
二
〇
〇
七

年
問
題
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
団
塊
の
世
代
の
人
た
ち

が
、
現
役
を
退
か
れ
第
二
の
人
生

を
踏
み
出
す
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ら

の
人
た
ち
に
身
近
な
地
域
の
中
で
、

生
き
が
い
や
活
躍
の
場
を
作
っ
て

い
く
こ
と
も
地
域
の
大
切
な
役
割

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

編　

集　

後　

記

　

町
自
連
だ
よ
り
も
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
第
四
号
の
発
刊
に
こ
ぎ
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
。
内
容
の
充
実
に

向
け
て
編
集
委
員
一
同
頑
張
っ
て
い

く
の
で
、
地
域
情
報
な
ど
投
稿
も
お

願
い
し
、
親
し
み
や
す
い
紙
面
に
な

れ
ば
と
願
っ
て
い
る
の
で
、
一
層
の

ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　

今
年
度
も
終
わ
る
が
、
こ
の
二
年

間
ご
支
援
ご
協
力
に
感
謝
し
、
お
礼

を
申
し
上
げ
る
。

編
集
委
員
会
・
責
任
者
＝
高
橋
堅
二
・

森
泰
男
・
串
田
明
・
前
野
修


